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【FdData 中間期末：中学数学 2 年：連立方程式の応用 2】 
 
[途中で速さを変える／列車とトンネル(鉄橋)／出会い・追いつき／2 数の大小など／ 
2 けた(3 けた)の自然数／その他の問題／FdData 中間期末製品版のご案内] 
 
[FdData 中間期末ホームページ] 掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧 
※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

数学：[数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 
理科：[理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 
社会：[社会地理]，[社会歴史]，[社会公民]  ([Shift]＋左クリック) 
※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 
  

 
 
【】速さ 
【】途中で速さを変える 

[問題](1 学期期末) 

 A 市から 160km はなれた B 町へ自動車で出かけた。A 市から途中の C 市までは時速 80km
で走り，C 市から B 町までは時速 40km で走ったところ 2 時間 30 分かかった。A 市から C

市，C 市から B 町までのそれぞれの道のりを求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#shakai
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rekisi
http://www.fdtext.com/dat/index.html#koumin
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[ヒント] 
A 市～C 市間を x km，C 市～B 町間を y km とおく。 

道のりとかかった時間に注目して式をつくる。 

 

 
[解答] 
A 市～C 市間を x km，C 市～B 町間を y km とすると， 







=+

=+

･･･②

･･･①

5.2
4080

160
yx

yx
 

②×80  2002 =+ yx ･･･②’ 
②’－①  40=y  

40=y を①に代入すると， 

16040 =+x ， 120=x  
よって， 120=x ， 40=y  

この解は問題にあっている。 
A 市～C 市間 120km，C 市～B 町間 40km 

[解説] 

連立方程式の速さの問題では，(時間)＝
)(
)(

速さ

道のり の公式を使うことが多い。 

例えば，6km の道のりを時速 3km(1 時間に 3km 進む速さ)で歩いたと

き，(時間)＝6÷3＝2(時間)である。 

したがって，(時間)＝(道のり)÷(速さ)＝
)(
)(

速さ

道のり  が成り立つ。 

まず求めるものを yx, とおく。 

 「A 市から C 市，C 市から B 町までのそれぞれの道のりを求めよ。」とあるので， 
A 市～C 市間を x km，C 市～B 町間を y km とおく。 

速さの問題では，図をかくとわかりやすい。与えられた条件をすべて図に記入し，図を見な

がら，道のりとかかった時間に注目して式をつくる。 

道のりについて， 

(AC 間の道のり)＋(CB 間の道のり)＝160， 

160=+ yx ･･･① 
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かかった時間について， 

A 市から C 市までは時速 80km で進んだので，かかった時間は
80
x
時間， 

C 市から B 町までは時速 40km で進んだので，かかった時間は
40
y

時間， 

全体で 2.5 時間かかったので， 

5.2
4080

=+
yx

･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 

最後に計算の結果求めた yx, の値を吟味する。通常は，「この解は問題にあっている。」と書

いておけばよい。 
 
 

[問題](2 学期期末) 

 峠をはさんで 18km 離れた A，B 両地がある。A 地から B 地まで行くのに，A 地から峠ま

では時速 3km，峠から B 地までは時速 5km で歩いて，全体で 5 時間かかった。このとき，

A 地から峠まで，峠から B 地まではそれぞれ何 km か求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
A 地から峠までを x km，峠から B 地までを y km とする。 
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[解答] 
A 地から峠までを x km，峠から B 地までを y km とすると， 







=+

=+

･･･②

･･･①

5
53

18
yx
yx

 

②×15  7535 =+ yx ･･･②’ 
①×3   5433 =+ yx ･･･①’ 

②’－①’  212 =x ， 5.10=x  
5.10=x を①に代入すると， 

185.10 =+ y ， 5.7=y  
よって， 5.10=x ， 5.7=y  

この解は問題にあっている。 
A 地から峠 10.5km，峠から B 地 7.5km 
 
[解説] 
A 地から峠までを x km，峠から B 地までを y km と

する。 
A，B 両地間は 18km なので， 

18=+ yx ･･･① 

かかった時間については，(時間)＝
)(
)(

速さ

道のり の公式を使う。 

A 地から峠までは時速 3km で歩いたので，かかった時間は
3
x
時間， 

峠から B 地までは時速 5km で歩いたので，かかった時間は
5
y
時間， 

全体で 5 時間かかったので， 5
53
=+

yx
･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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[問題](1 学期期末) 
 A さんは 9 時に家を出発して，2000m はなれた駅へむかった。はじめは分速 50m の速さ

で歩いていたが，列車に乗りおくれそうになったので，途中から分速 150m の速さで走った

ら駅には 9 時 24 分に着いた。歩いた道のりと走った道のりを求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
歩いた道のりを x m，走った道のりを y m とする。 

 
 
[解答] 
歩いた道のりを x m，走った道のりを y m とすると， 







=+

=+

･･･②

･･･①

24
15050

2000
yx

yx
 

②×150  36003 =+ yx ･･･②’ 

②’－①   16002 =x ， 800=x  
800=x を①に代入すると， 

2000800 =+ y ， 1200=y  
よって， 800=x ， 1200=y  

この解は問題にあっている。 
歩いた道のり 800m，走った道のり 1200m 
[解説] 
歩いた道のりを x m，走った道のりを y m とする。 

(歩いた道のり)＋(走った道のり)＝2000 なので， 

2000=+ yx ･･･① 
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家を 9 時に出発して駅に 9 時 24 分に着いたので，かかった時間は 24 分である。 

したがって，(歩いた時間)＋(走った時間)＝24(分)なので， 

24
15050

=+
yx

･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 

 
 

[問題](2 学期中間) 
F 中学校でトライアスロン大会(水泳，自転車，マラソンの 3 種目を続けて行い，その合計

時間を競うもの)が開催された。3 種目の競技コースの道のりの合計は 25.5km である。A 君

は 0.5km の水泳コースを 15 分間で泳いだ後，自転車コースを時速 20km，マラソンコース

を時速 10km の速さで走った。3 種目の合計時間は 2 時間であった。自転車コースとマラソ

ンコースの道のりはそれぞれ何 km か。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
自転車コースの道のりを x km，マラソンコースの道のりを y km とする。 
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[解答] 
自転車コースの道のりを x km，マラソンコースの道のりを y km とすると， 







=++

=++

･･･②

･･･①

2
10204

1
5.255.0

yx
yx

 

②×20  352 =+ yx ･･･②’ 
①より  25=+ yx ･･･①’ 
②’－①’ 10=y  

10=y を①’に代入すると， 

2510 =+x ， 15=x  
よって， 15=x ， 10=y  

この解は問題にあっている。 
自転車コースの道のり 15km，マラソンコースの道のり 10km 
[解説] 
自転車コースの道のりを x km，マラソンコースの道のりを y km とする。 

水泳コースは 0.5km で，コースの全長は 25.5km な

ので， 5.255.0 =++ yx ･･･① 

自転車コースを時速 20km で走っているので，かか

った時間は
20
x (時間) 

マラソンコースを時速 10km の速さで走っているので，かかった時間は
10
y (時間) 

水泳コースを 15 分＝
4
1

60
15

= 時間で走り，3 種目の合計時間は 2 時間であったので， 

2
10204

=++
yx１

･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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[問題](前期期末) 
峠をはさんで A 町と B 町がある。ある人が A 町から B 町まで行くのに，上りを時速 2km，

下りを時速 6km で歩いて，6 時間 30 分かかった。帰りは上りを時速 3km，下りを時速 5km
で歩き，5 時間 48 分かかった。A 町から峠までの道のりを x km，峠から B 町までの道のり

を y km として次の各問いに答えよ。 

(1) 行きにかかった時間から方程式をつくれ。 
(2) 帰りにかかった時間から方程式をつくれ。 
(3) A 町から B 町までの道のりを求めよ。 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 
2

13
62
=+

yx
 (2) 

5
29

35
=+

yx
 (3) 21km 

[解説] 
行きにかった時間は 6 時間 30 分なので， 

(A～峠の時間)＋(峠～B の時間)＝
2
16

60
306 +=+ ＝

2
13  

(時間)＝
)(
)(

速さ

道のり の公式を使うと，
2

13
62
=+

yx
･･･① 

帰りにかかった時間は 5 時間 48 分なので， 

(B～峠の時間)＋(峠～A の時間)＝
5
29

5
45

60
485 =+=+  

5
29

53
=+

xy
，

5
29

35
=+

yx
･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
①×6  393 =+ yx ･･･①’ 
②×15  8753 =+ yx ･･･②’ 
②’－①’  484 =y ， 12=y  

12=y を①’に代入すると， 39123 =+x ， 273 =x ， 9=x  

この解は問題にあっている。 
21129 =+=+ yx なので，A 町から B 町までの道のりは 21km である。 
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[問題](前期期末) 

 A 町から峠をこえて B 町まで往復した。行きも帰りも峠への上りは時速 2km，峠からの下

りは時速 6km で歩いたところ，行きは 1 時間 50 分，帰りは 1 時間 30 分かかった。A 町か

ら B 町までの道のりを求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
A 町から峠までを x km，峠から B 町までを y km とする。 

 
[解答] 
A 町から峠までを x km，峠から B 町までを y km とすると， 










+=+

+=+

･･･②

･･･①

60
301

62

60
501

62
xy

yx

 

①×6  113 =+ yx ･･･①’ 
②×6  93 =+ yx ･･･②’ 
②’×3  2793 =+ yx ･･･②’’ 
②’’－①’ 168 =y ， 2=y  

2=y を②’に代入すると， 

96 =+x ， 3=x  
ゆえに， 2,3 == yx  
(A 町から B 町までの道のり)＝ yx + ＝3＋2＝5(km) 

この解は問題にあっている。 
A 町から B 町までの道のり 5km 
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[解説] 

通常求めるものを yx, とおくが，この問題では合計の

道のりではなく，A 町から峠までを x km，峠から B
町までを y km とおく。 
行きにかった時間は 1 時間 50 分なので， 

(A～峠の時間)＋(峠～B の時間)＝1＋
60
50  

60
501

62
+=+

yx
･･･① 

帰りにかった時間は 1 時間 30 分なので， 

(B～峠の時間)＋(峠～A の時間)＝1＋
60
30

， 

60
301

62
+=+

xy
･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 

 
 

[問題](2 学期中間) 
 家を出発し，7 分歩いて 6 分走ると，1500m 離れた公園に着く。また，13 分歩いて 4 分

走っても，同じ公園に着く。歩く速さと走る速さは，それぞれ分速何 m か。ただし，歩く速

さ，走る速さはそれぞれ一定とする。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
歩く速さを分速 x m，走る速さを分速 y m とする。 
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[解答] 
歩く速さを分速 x m，走る速さを分速 y m とすると， 





=+

=+

･･･②

･･･①

1500413
150067

yx
yx

 

①×2  30001214 =+ yx ･･･①’ 
②×3  45001239 =+ yx ･･･②’ 

②’－①’  150025 =x ， 60=x  
60=x を①に代入すると， 

15006420 =+ y ， 10806 =y ， 180=y  
よって， 60=x ， 180=y  

この解は問題にあっている。 
歩く速さ：分速 60m，走る速さ：分速 150m 
[解説] 
歩く速さを分速 x m，走る速さを分速 y m とする。 

7 分歩いて 6 分走ると，1500m 離れた公園に着くので， 
(7 分歩いたときの進んだ道のり)＋(6 分走ったときの進んだ

道のり)＝1500(m) 
150067,150067 =+=×+× yxyx ･･･① 

13 分歩いて 4 分走っても 1500m 離れた公園に着くので， 
(13分歩いたときの進んだ道のり)＋(4分走ったときの進んだ

道のり)＝1500(m) 
1500413,1500413 =+=×+× yxyx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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【】列車とトンネル(鉄橋) 
[問題](2 学期中間) 

ある列車が，620m の鉄橋を渡り始めてから渡り終わるまでに 36 秒かかった。また，1760m
のトンネルに入り始めてから出てしまうまでに 93 秒かかった。列車の長さと速さ(秒速)を求

めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
列車の長さを x m，列車の速さを秒速 y m とする。 

 

 
[解答] 
この列車の長さを x m，速さを秒速 y m とすると， 





+=

+=

･･･②

･･･①

176093
62036

xy
xy

 

②－①  114057 =y ， 20=y  
20=y を①に代入すると， 

620720 += x ， 100=x  
よって， 100=x ， 20=y  

この解は問題にあっている。 
列車の長さ 100m，秒速 20m 
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[解説] 
列車の長さを x m，列車の速さを秒速 y m とする。 

速さの問題では，(時間)＝(道のり)÷(速さ)＝
)(
)(

速さ

道のり の公式を使うことが多いが， 

この問題では，(道のり)＝(速さ)×(時間)を使う。 
まず鉄橋について 
「620m の鉄橋を渡りはじめてから渡り終わる

までに 36 秒かかった。」とある。 
右図から，この間に列車が進んだ道のりは次の

2 通りで表すことができる。 
(道のり)＝620＋ x  
(道のり)＝(速さ)×(時間(秒))＝ y ×36 
この 2 つの道のりは等しいので， 62036 += xy ･･･① 

次にトンネルについて 
「1760m のトンネルに入りはじめてから出てしまうまでに 93 秒かかった。」とあるので， 
鉄橋の場合と同様に， 176093 += xy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 
 
[問題](前期期末) 

全長 x m の列車が時速 90km で 760m のトンネルに入り始めてから出てしまうまでに y 秒

かかった。また，この列車が 380m の鉄橋を渡る前に強風が吹いていたので，時速 54km で

徐行し，渡り始めてから渡り終えるまでに y 秒かかった。連立方程式をたてて， yx, の値を

求めよ。 
[解答欄] 
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[ヒント] 
まず時速を秒速になおしておく。 
90000(m)÷3600(秒)＝25(m／秒)，54000÷3600(秒)＝15(m／秒) 

 

 
[解答] 





=+

=+

･･･②

･･･①

yx
yx

15380
25760

 

①－②  y10380 = ， 38=y  
38=y を②に代入すると， 

3815380 ×=+ x ， 570380 =+ x ， 190=x  
この解は問題にあっている。 

38,190 == yx  

[解説] 
まず時速を秒速になおしておく。 
90000(m)÷3600(秒)＝25(m／秒)，54000÷3600(秒)＝15(m／秒) 
全長 x m の列車が秒速 25m で 760m のトンネルに入り始めてから出てしまうまでに y 秒か

かったので， 
この間に列車が進んだ道のりは次の 2 通りで表

すことができる。 
(道のり)＝ x+760  
(道のり)＝(速さ)×(時間(秒))＝ yy 2525 =×  

この 2 つの道のりは等しいので， 
yx 25760 =+ ･･･① 

また，全長 x m の列車が秒速 15m で 380m の鉄橋を

渡り始めてから渡り終えるまでに y 秒かかったので， 

この間に列車が進んだ道のりは次の 2 通りで表すこと

ができる。 
(道のり)＝ x+380  
(道のり)＝(速さ)×(時間(秒))＝ yy 1515 =×  

この 2 つの道のりは等しいので， 
yx 15380 =+ ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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[問題](前期期末) 
長さ 329m の貨物列車が，ある鉄橋を渡り始めてから，渡り終わるまでに 67 秒かかった。

また，長さ 173m の急行列車が貨物列車の 1.5 倍の速さでこの鉄橋を渡り始めてから，渡り

終わるまで 36 秒かかった。貨物列車の速さと鉄橋の長さを求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
貨物列車の速さを秒速 x m，鉄橋の長さを y m とする。 

 
 
[解答] 
貨物列車の速さを秒速 x m，鉄橋の長さを y m とすると， 





×=+

×=+

･･･②

･･･①

365.1173
67329
xy

xy
 

①－②  xx 5467156 −= ， 15613 =x ， 12=x  
12=x を①に代入すると， 

6712329 ×=+y ， 804329 =+y ， 475=y  

この解は問題にあっている。 
貨物列車の速さ 秒速 12m，鉄橋の長さ 475m 
 
[解説] 
貨物列車の速さを秒速 x m，鉄橋の長さを y m とする。 
長さ 329m の貨物列車が，y m の鉄橋を渡り始めてか

ら，渡り終わるまでに 67 秒かかったので，この間に

貨物列車が進んだ道のりは次の 2 通りで表すことができる。 
(道のり)＝ 329+y  
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(道のり)＝(速さ)×(時間(秒))＝ 67×x  
この 2 つの道のりは等しいので， 

67329 ×=+ xy ･･･① 

次に，長さ 173m の急行列車が貨物列車の 1.5 倍の

速さ(秒速 x5.1 m)でこの鉄橋を渡り始めてから，渡

り終わるまで 36 秒かかったので，この間に急行列

車が進んだ道のりは次の 2 通りで表すことができる。 
(道のり)＝ 173+y  

(道のり)＝(速さ)×(時間(秒))＝ 365.1 ×x  
この 2 つの道のりは等しいので， 

365.1173 ×=+ xy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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【】出会い・追いつき 

[問題](2 学期中間) 
周囲が 6000m の湖がある。この湖を，A と B は自転車で同じ所を出発して反対の方向に

まわる。2 人が同時に出発すれば，A と B は 20 分後に出会うが，A が B よりも 10 分おくれ

て出発すれば A は出発してから 15 分後に B と出会う。A，B それぞれの速さは分速何 m か。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
A の速さを分速 x m，B の速さを分速 y m とする。 

 
 
[解答] 
A の速さを分速 x m，B の速さを分速 y m とすると， 





=+

=+

･･･②

･･･①

60002515
60002020

yx
yx

 

②÷5  120053 =+ yx ･･･②’ 
①÷4  150055 =+ yx ･･･①’ 

①’－②’  3002 =x ， 150=x  
150=x を②’に代入すると， 

12005450 =+ y ， 7505 =y ， 150=y  
よって， 150=x ， 150=y  

この解は問題にあっている。 
A の速さ分速 150m，B の速さ分速 150m 
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[解説] 
A の速さを分速 x m，B の速さを分速 y m とする。 

A，B は湖のまわりを反対の方向にまわる。 
「2 人が同時に出発すれば，A と B は 20 分後に出会う」より， 
(20 分間に A が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ xx 2020 =×  
(20 分間に B が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ yy 2020 =×  

2 人あわせて，湖 1 周 6000m 進んでいるので， 
60002020 =+ yx ･･･① 

「A が B よりも 10 分おくれて出発すれば A は出発してから 15 分後に B と出会う」とある

ので，A は 15 分，B は 15＋10＝25 分進む。 
(15 分間に A が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ xx 1515 =×  
(25 分間に B が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ yy 2525 =×  

2 人あわせて，湖 1 周 6000m 進んでいるので， 
60002515 =+ yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 
[問題](前期期末) 

周囲 5km の池を，A は自転車で B は歩いて，同じ場所を出発して反対の方向にまわる。2
人が同時に出発すれば A と B は 20 分後に出会う。また，A が B よりも 5 分おくれて出発す

れば Bが出発してから 24分後に 2人は出会うという。A，Bそれぞれの速さは時速何 kmか。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
A の速さを分速 x m，B の速さを分速 y m とする。 
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[解答] 
A の速さを分速 x m，B の速さを分速 y m とすると， 





=+

=+

･･･②

･･･①

50002419
50002020

yx
yx

 

①÷20  250=+ yx ･･･①’ 
①’×19  47501919 =+ yx ･･･①’’ 
②－①’’  2505 =y ， 50=y  

50=y を①’に代入すると， 

25050 =+x ， 200=x  
この解は問題にあっている。 
分速 200m は，200×60÷1000＝12 なので，時速 12km 
分速 50m は，50×60÷1000＝3 なので，時速 3km 
A の速さ 時速 12km，B の速さ 時速 3km 
[解説] 
A の速さを分速 x m，B の速さを分速 y m とする(この問題では，時速を yx, とおくこともで

きるが，分速の方が計算しやすい)。 
A，B は池のまわりを反対の方向にまわる。 
「2 人が同時に出発すれば A と B は 20 分後に出会う」より， 
(20 分間に A が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ xx 2020 =×  
(20 分間に B が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ yy 2020 =×  

2 人あわせて，池 1 周 5000m 進んでいるので， 
50002020 =+ yx ･･･① 

「A が B よりも 5 分おくれて出発すれば B が出発してから 24
分後に 2 人は出会う」とあるので，A は 24－5＝19(分)， 
B は 24 分進む。 
(19 分間に A が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ xx 1919 =×  
(24 分間に B が進んだ道のり)＝(分速)×(分)＝ yy 2424 =×  

2 人あわせて，池 1 周 5000m 進んでいるので， 
50002419 =+ yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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[問題](入試問題) 
太一さんの家から真二さんの家までの道のりは 2km で，その途中にある図書館で 2 人は

一緒に勉強することにした。太一さんは午前 10 時に自分の家を出て毎時 12km で走り，真

二さんは午前 10 時 5 分に自分の家を出て毎時 4km で歩くと，同時に図書館に着いた。太一

さんの家から図書館までの道のりと，真二さんの家から図書館までの道のりを，方程式をつ

くって求めよ。なお，途中の計算も書くこと。 
(石川県) 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 

 
 
[解答] 
太一さんの家から図書館までの道のりを x km，真二さんの家から図書館までの道のりを

y km とすると， 







+=

=+

･･･②

･･･①

460
5

12

2
yx

yx
 

②×12  yx 31+= ･･･②’ 

②’を①に代入すると， 

231 =++ yy ， 14 =y ，
4
1

=y  

4
1

=y を②’に代入すると，
4
131 ×+=x ，

4
7

=x  

この解は問題にあっている。 
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太一さんの家から図書館までの道のりは
4
7 km，真二さんの家から図書館までの道のりは

4
1 km 

[解説] 
太一さんの家から図書館までの道のりを x km，真二

さんの家から図書館までの道のりを y km とする。 

「太一さんの家から真二さんの家までの道のりは

2km」なので， 
2=+ yx ･･･① 

「太一さんは午前 10 時に自分の家を出て毎時 12km で」走ったので， 

(走った時間)＝
)(
)(

速さ

道のり ＝
12
x (時間)で， 

図書館に到着したのは，午前 10 時の
12
x
時間後である。 

「真二さんは午前 10 時 5 分に自分の家を出て毎時 4km で」歩いたので， 

(歩いた時間)＝
)(
)(

速さ

道のり ＝
4
y (時間)で， 

図書館に到着したのは，午前 10 時 5 分の
4
y (時間)後である。 

5 分＝
60
5

時間なので，午前 10 時の
460

5 y
+ (時間)後である。 

「同時に図書館に着いた」ので，
460

5
12

yx
+= ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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【】数の問題 
【】2 数の大小など 
[問題](後期中間) 

2 つの数の和が 100 で，一方の数が他方の数の 2 倍より 10 大きいとき，この 2 つの数を

求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
一方の数を x ，他方の数を y とする。 
一方の数( x )と他方の数( y )の和が 100 
一方の数( x )が他方の数( y )の 2 倍より 10 大きい 

 
[解答] 
一方の数を x ，他方の数を y とすると， 





+=

=+

･･･②

･･･①

102
100

yx
yx

 

②を①に代入すると， 
100102 =++ yy ， 903 =y ， 30=y  

30=y を②に代入すると， 

10302 +×=x ， 70=x  
この解は問題にあっている。 
2 つの数は 30 と 70 
[解説] 
一方の数を x ，他方の数を y とする。 

「2 つの数の和が 100」なので， 
100=+ yx ･･･① 

「一方の数が他方の数の 2 倍より 10 大きい」

ので， 102+×= yx ， 102 += yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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[問題](1 学期期末) 
2 つの数の差が 15 で，大きい方の数が小さい方の数の 2 倍より 5 小さいとき，この 2 数

を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
大きい方の数を x ，小さい方の数を y とする。 
大きい方の数( x )と小さい方の数( y )の差が 15 
大きい方の数( x )が小さい方の数( y )の 2 倍より 5 小さい 

 
[解答] 
大きい方の数を x ，小さい方の数を y とすると， 





−=

=−

･･･②

･･･①

52
15

yx
yx

 

②を①に代入すると， 
1552 =−− yy ， 20=y  

20=y を②に代入すると， 

5202 −×=x ， 35=x  
この解は問題にあっている。 
この 2 つの数は，20 と 35 
[解説] 
大きい方の数を x ，小さい方の数を y とする。 

「2 つの数の差が 15」なので， 
15=− yx ･･･① 

「大きい方の数が小さい方の数の 2 倍より 5 小さい」ので， 
52−×= yx ， 52 −= yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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[問題](1 学期期末) 
あるクラスでは，自転車通学している生徒の人数は，自転車通学していない生徒の人数よ

りも 4 人少なく，自転車通学をしていない生徒は，クラス全体の
9
5
にあたる。このクラスの

全生徒数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
自転車通学している生徒の人数を x 人，自転車通学していない生徒の人数を y 人とする。 
自転車通学している生徒数( x )は，自転車通学していない生徒数( y )よりも 4 人少ない。 

自転車通学をしていない生徒数( y )は，クラス全体( yx + )の
9
5
にあたる。 

 
[解答] 
自転車通学している生徒の人数を x 人，自転車通学していない生徒の人数を y 人とすると， 

( )





×+=

−=

･･･②

･･･①

9
5

4

yxy

yx
 

②を整理すると， xy 54 = ･･･②’ 

①を②’に代入すると， 
( )454 −= yy ， 2054 −= yy ， 20=y  

20=y を①に代入すると， 

420−=x ， 16=x  
この解は問題にあっている。 

362016 =+=+ yx  

このクラスの全生徒数は 36 人 
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[解説] 
自転車通学している生徒の人数を x 人，自転車通学していない生徒の人数を y 人とする。 

「自転車通学している生徒の人数は，自転車通学していない生徒の人数よりも 4 人少ない」

ので， 4−= yx ･･･① 

「自転車通学をしていない生徒は，クラス全体の
9
5
にあたる」ので， ( )

9
5

×+= yxy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 

[問題](2 学期期末) 

 大小 2 つの数がある。小さい方の数の 2 倍に大きい方の数を加えると 81 になる。また，

大きい方の数の 2 倍から小さい方の数の 3 倍をひくと 1 になる。このとき，大，小 2 つの数

を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
大きい方の数を x ，小さい方の数を y とする。 
小さい方の数( y )の 2 倍に大きい方の数( x )を加えると 81 になる。 
大きい方の数( x )の 2 倍から小さい方の数( y )の 3 倍をひくと 1 になる。 

 
[解答] 
大きい方の数を x ，小さい方の数を y とすると， 





=−

=+

･･･②

･･･①

132
812

yx
xy

 

①×2  16242 =+ yx ･･･①’ 
①’－②  1617 =y ， 23=y  

23=y を①に代入すると， 8146 =+ x ， 35=x  
よって， 35=x ， 23=y  

この解は問題にあっている。 
大きい数 35，小さい数 23 
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[解説] 
大きい方の数を x ，小さい方の数を y とする。 
「小さい方の数( y )の 2 倍に大きい方の数( x )を加えると 81 になる」ので， 

812 =+ xy ･･･① 
「大きい方の数( x )の 2 倍から小さい方の数( y )の 3 倍をひくと 1 になる」ので， 

132 =− yx ･･･②  

①，②を連立方程式として解く。 
 
[問題](前期期末) 

2 つの自然数があり，その和は 40 である。また，大きい方の数を小さい方の数で割ると，

商が 3 で余りが 4 となる。2 つの自然数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
大きい方の自然数を x ，小さい方の自然数を y とする。 
2 つの自然数( yx, )の和は 40 である。 
大きい方の数( x )を小さい方の数( y )で割ると，商が 3 で余りが 4 となる。→ 43･･･=÷ yx  

(参考：22÷5＝4･･･2 のとき，22＝5×4＋2) 
 
[解答] 
大きい方の自然数を x ，小さい方の自然数を y とすると， 





+=

=+

･･･②

･･･①

43
40

yx
yx

 

②を①に代入すると， 
4043 =++ yy ， 364 =y ， 9=y  

9=y を②に代入すると， 31=x  
よって， 31=x ， 9=y  

この解は問題にあっている。 
2 つの自然数は 31 と 9 
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[解説] 
大きい方の自然数を x ，小さい方の自然数を y とする。 
2 つの自然数の和は 40 であるので， 40=+ yx ･･･① 

商と余りの関係について，例えば，22 を 5 で割ると，22÷5＝4･･･2 で， 
商が 4 で余りが 2 になる。このとき，22＝5×4＋2 という関係が成り立つ。 
大きい方の数 x を小さい方の数 y で割ると，商が 3 で余りが 4 となるので， 

43･･･=÷ yx で， 43 += yx ･･･② となる。 

①，②を連立方程式として解く。 
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【】2 けた(3 けた)の自然数 

[問題](1 学期期末) 

 2 けたの自然数がある。この数の十の位の数字と一の位の数字の和は 10 になる。また，十

の位の数学と一の位の数字を入れかえてできる数は，もとの数より 18 大きくなる。もとの

自然数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
十の位の数を x ，一の位の数を y とする。 
十の位の数字( x )と一の位の数字( y )の和は 10 になる。 
十の位の数学と一の位の数字を入れかえてできる数( xy +10 )は，もとの数( yx +10 )より 18

大きくなる。 
 
[解答] 
十の位の数を x ，一の位の数を y とすると， 





++=+

=+

･･･②

･･･①

181010
10

yxxy
yx

 

②より， 1899 =+− yx ， 2=+− yx ･･･②’ 
①＋②’  122 =y ， 6=y  

6=y を①に代入すると， 106 =+x ， 4=x  
よって， 4=x ， 6=y  

この解は問題にあっている。 
もとの自然数：46 
 
[解説] 
十の位の数を x ，一の位の数を y とする。 

「数の十の位の数字と一の位の数字の和は 10 になる」

ので， 10=+ yx ･･･① 
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「十の位の数学と一の位の数字を入れかえてできる数は，もとの数より 18 大きくなる」よ

り，(十の位と一の位を入れかえた数)＝(もとの自然数)＋18 
(もとの自然数)＝ yx +10 ，(十の位と一の位を入れかえた数)＝ xy +10  なので， 

181010 ++=+ yxxy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 

[問題](2 学期期末) 

 2 けたの自然数がある。十の位の数と一の位の数の和は 9 で，十の位の数と一の位の数を

入れかえてできる数は，もとの数よりも 27 大きくなるという。もとの自然数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
もとの数の十の位の数を x ，一の位の数を y とする。 
十の位の数字( x )と一の位の数字( y )の和は 9 になる。 
十の位の数学と一の位の数字を入れかえてできる数( xy +10 )は，もとの数( yx +10 )より 27

大きくなる。 
 
[解答] 
もとの数の十の位の数を x ，一の位の数を y とすると， 





++=+

=+

･･･②

･･･①

271010
9

yxxy
yx

 

②より， 2799 =+− yx ， 3=+− yx ･･･②’ 
①＋②’  122 =y ， 6=y  

6=y を①に代入すると， 

96 =+x ， 3=x  
よって， 3=x ， 6=y  

この解は問題にあっている。 
もとの自然数は 36 
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[解説] 
もとの数の十の位の数を x ，一の位の数を y とする。 
十の位の数と一の位の数の和は 9 なので， 9=+ yx ･･･① 
もとの数は yx +10 ，十の位の数と一の位の数を入れかえてできる数は xy +10 である。 

入れかえてできる数は，もとの数よりも 27 大きくなるので， 
(いれかえてできる数)＝(もとの数)＋27， 271010 ++=+ yxxy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 

 
 

[問題](2 学期中間) 

 2 けたの正の整数がある。この整数は，各位の数の和の 5 倍よりも 3 小さい。また十の位

と一の位を入れかえてできる 2 けたの整数は，もとの整数よりも 18 大きくなる。もとの整

数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
もとの整数の十の位を x ，一の位を y とする。 
この整数( yx +10 )は，各位の数( yx, )の和の 5 倍よりも 3 小さい。 
十の位と一の位を入れかえてできる整数( xy +10 )は，もとの整数( yx +10 )よりも 18 大きい。 

 
[解答] 
もとの整数の十の位を x ，一の位を y とすると， 

( )




++=+

−+=+

･･･②

･･･①

181010
3510

yxxy
yxyx

 

①より， 345 −=− yx ･･･①’ 
②より， 1899 =+− yx ， 2=+− yx ， 844 =+− yx ･･･②’ 

①’＋②’  5=x  
5=x を②’に代入すると， 8420 =+− y ， 284 =y ， 7=y  
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よって， 5=x ， 7=y  

この解は問題にあっている。 
もとの整数は 57 
 
[解説] 
もとの整数の十の位の数を x ，一の位の数を y とすると，この整数は yx +10 と表すことがで

きる。この整数は，各位の数の和の 5 倍よりも 3 小さいので， 
(この整数)＝(各位の数の和)×5－3 

( ) 3510 −+=+ yxyx ･･･① 
十の位と一の位を入れかえてできる 2 けたの整数は xy +10 で，もとの整数 yx +10 よりも 18

大きいので，(入れかえてできる 2 けたの整数)＝(もとの整数)＋18 
181010 ++=+ yxxy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 

 

[問題](前期期末) 
2 けたの自然数がある。十の位の数は一の位の数より 5 小さい。また，十の位と一の位の

数を入れかえてできる数は，もとの数の 2 倍より 18 大きい。もとの自然数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
十の位の数を x ，一の位の数を y とする。 
十の位の数( x )は一の位の数( y )より 5 小さい。 
十の位と一の位の数を入れかえてできる数( xy +10 )は，もとの数( yx +10 )の 2 倍より 18 大

きい。 
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[解答] 
十の位の数を x ，一の位の数を y とすると， 

( )



+×+=+

−=

･･･②

･･･①

1821010
5

yxxy
yx

 

②を整理すると， 18819 =+− yx ･･･②’ 

①を②’に代入すると， 
( ) 188519 =+−− yy ， 1889519 =++− yy ， 7711 −=− y ， 7=y  
7=y を①に代入すると， 

57 −=x ， 2=x  
この解は問題にあっている。 
もとの自然数は 27 
 
[解説] 
十の位の数を x ，一の位の数を y とする。 

「十の位の数は一の位の数より 5 小さい」ので， 
5−= yx ･･･① 

十の位の数を x ，一の位の数を y とする数(もとの数)は yx +10 で， 
十の位と一の位の数を入れかえてできる数は xy +10 である。 

「十の位と一の位の数を入れかえてできる数は，もとの数の 2 倍より 18 大きい」ので， 
( ) 1821010 +×+=+ yxxy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 

[問題](2 学期中間) 
3 けたの正の整数がある。この整数の十の位の数は 5 で，各位の数の和は，百の位の数の

7 倍である。また，百の位の数と－の位の数を入れかえた整数は，もとの整数より 495 大き

いという。もとの整数を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 33 

[ヒント] 
十の位の数は 5 である。百の位の数を x ，一の位の数を y とする。 
各位の数( yx,,5 )の和は，百の位の数( x )の 7 倍である。 
百の位の数と－の位の数を入れかえた整数(百の位は y ，十の位は 5，一の位は x )は，もとの

整数(百の位は x ，十の位は 5，一の位は y )より 495 大きい。 

 
[解答] 
百の位の数を x ，一の位の数を y とすると， 





+++=++

=++

･･･②

･･･①

4955010050100
75

yxxy
xyx

 

①より， 56 =− yx ･･･①’ 
②より， 5=+− yx ･･･②’ 

①’＋②’ 105 =x ， 2=x  
2=x を②’に代入すると， 

52 =+− y ， 7=y  
よって， 2=x ， 7=y  

この解は問題にあっている。 
もとの整数は 257 
 
[解説] 
十の位の数は 5 である。百の位の数を x ，一の位の数を y とする。 

「各位の数の和は，百の位の数の 7 倍である」ので， 
xyx 75 =++ ･･･① 

(もとの整数)＝ yx ++ 50100  

(百の位の数と一の位の数を入れかえた整数)＝ xy ++ 50100  

「百の位の数と一の位の数を入れかえた整数は，もとの整数より 495 大きい」ので， 
4955010050100 +++=++ yxxy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
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【】その他の問題 

[貯金] 

[問題](3 学期) 
 兄と弟は貯金をいくらかしている。兄が新たに 5000 円貯金をすると，兄の貯金が弟の貯

金の 3 倍になる。逆に，弟が新たに 5000 円貯金すると弟の貯金が兄の貯金の 2 倍になる。

現在の兄と弟の貯金額をそれぞれ求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
現在の兄の貯金額を x 円，弟の貯金額を y 円とする。 
兄が新たに 5000 円貯金をすると兄の貯金( 5000+x (円))が弟の貯金( y 円)の 3 倍になる。 
弟が新たに 5000 円貯金すると弟の貯金( 5000+y (円))が兄の貯金( x 円)の 2 倍になる。 

 
[解答] 
現在の兄の貯金額を x 円，弟の貯金額を y 円とすると， 





=+

=+

･･･②

･･･①

xy
yx

25000
35000

 

①より， 50003 −= yx ･･･①’ 

①’を②に代入すると， 
( )5000325000 −=+ yy ， 1000065000 −=+ yy ， 150005 =y ， 3000=y  

3000=y を①’に代入すると， 50009000−=x ， 4000=x  
よって， 4000=x ， 3000=y  

この解は問題にあっている。 
兄の貯金 4000 円，弟の貯金 3000 円 
[解説] 
現在の兄の貯金額を x 円，弟の貯金額を y 円とする。 

兄が新たに 5000 円貯金をすると，兄の貯金が弟の貯金の 3 倍になるので， 
yx 35000 =+ ･･･① 
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弟が新たに 5000 円貯金すると弟の貯金が兄の貯金の 2 倍になるので， 
xy 25000 =+ ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 

 
[問題](2 学期期末) 

兄弟で貯金をしている。いま，2 人がともに 500 円貯金すると，兄の貯金額は弟の 3 倍に

なる。また，弟だけが 1000 円貯金すると，弟の貯金額は兄の半分になる。兄と弟の現在の

貯金額を求めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
兄の現在の貯金額を x 円，弟の現在の貯金額を y 円とする。 
2 人がともに 500 円貯金すると，兄の貯金額( 500+x (円))は弟( 500+y (円))の 3 倍になる。 
弟だけが 1000 円貯金すると，弟の貯金額( 1000+y (円))は兄( x 円)の半分になる。 

 
[解答] 
兄の現在の貯金額を x 円，弟の現在の貯金額を y 円とすると， 

( )







=+

+=+

･･･②

･･･①

xy

yx

2
11000

5003500
 

①より， 10003 =− yx ･･･①’ 
②より， 20002 =− yx ･･･②’ 
②’－①’ 1000=y  

1000=y を②’に代入すると， 

20002000 =−x ， 4000=x  
よって， 4000=x ， 1000=y  

この解は問題にあっている。 
兄の現在の貯金高 4000 円，弟の現在の貯金高 1000 円 
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[解説] 
兄の現在の貯金額を x 円，弟の現在の貯金額を y 円とする。 
2 人がともに 500 円貯金すると，兄の貯金額は 500+x (円)となり，弟の貯金額 500+y (円)

の 3 倍になるので， 
( )5003500 +=+ yx ･･･①が成り立つ。 

弟だけが 1000 円貯金すると，弟の貯金額は 1000+y (円)となり，兄の貯金額 x 円の半分にな

るので， xy
2
11000 =+ ･･･②が成り立つ。 

①，②を連立方程式として解く。 

 
 

[ゲーム・じゃんけん] 

[問題](1 学期期末) 
ボールを投げて，箱に入れば 3 点，入らなければ－1 点というゲームをする。このゲーム

でボールを 20 回投げて，得点の合計が 40 点となった。入った回数と入らなかった回数を求

めよ。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
入った回数を x 回，入らなかった回数を y 回とする。 
このゲームでボールを 20 回投げる→(入った回数 x 回)＋(入らなかった回数 y 回)＝20 
(得点の合計)＝(入った回数 x 回)×3＋(入らなかった回数 y 回)×(－1)＝40(点) 

 
[解答] 
入った回数を x 回，入らなかった回数を y 回とすると， 





=−

=+

･･･②

･･･①

403
20

yx
yx

 

①＋② 604 =x ， 15=x  
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15=x を①に代入すると， 
2015 =+ y ， 5=y  

よって， 15=x ， 5=y  

この解は問題にあっている。 
入った回数 15 回，入らなかった回数 5 回 
 
[解説] 
入った回数を x 回，入らなかった回数を y 回とする。 
ボールを投げた回数の合計は 20 回なので， 20=+ yx ･･･① 

入った回数が x 回なので，点数の小計は， x3 (点) 
入らなかった回数が y 回なので，点数の小計は， y− (点) 
点数の合計は 40 点なので， 403 =− yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 
 
[問題](入試問題) 

校内球技大会のバスケットボールの試合でA組とB組が対戦し，17点差でA組が勝った。

A 組は，成功させたシュートの本数のうち 2 本が 3 点シュートで，残りはすべて 2 点シュー

トであった。B 組は，成功させたシュートの本数が A 組より 9 本少なかった。また，B 組が

成功させたシュートの本数の
5
1
が 3 点シュートで，残りはすべて 2 点シュートであった。こ

のとき，A 組が成功させたシュートの本数と A 組の得点を求めよ。求める過程も書け。 
(福島県) 
[解答欄] 
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[ヒント] 
A 組が成功させたシュートの本数を x 本，B 組が成功させたシュートの本数を y 本とする。 

「B 組は，成功させたシュートの本数が A 組より 9 本少なかった」→式が 1 つできる。 
「A 組は，成功させたシュートの本数( x 本)のうち 2 本が 3 点シュートで，残りはすべて 2
点シュートであった」とあるので，(A 組の得点)＝ ( )2223 −×+× x  

また，「B 組が成功させたシュートの本数( y 本)の
5
1
が 3 点シュートで，残りはすべて 2 点シ

ュートであった」とあるので，(B 組の得点)＝ 





 −×+× yyy

5
12

5
13  

 
[解答] 
A 組が成功させたシュートの本数を x 本，B 組が成功させたシュートの本数を y 本とすると， 

( )







=





 ×+×−−+

−=

･･･②

･･･①

17
5
42

5
13226

9

yyx

xy
 

②を整理すると， 751110 =− yx ･･･②’ 

①を②’に代入すると， 
( ) 7591110 =−− xx ， 7599 =+− x ， 24=x  

24=x を①に代入すると， 924−=y ， 15=y  

この解は問題にあっている。 
(A 組の得点)＝ ( )226 −+ x ＝ 22 +x ＝ 2242 +× ＝50  
A 組が成功させたシュートの本数は 24 本，A 組の得点は 50 点 
 
[解説] 
A 組が成功させたシュートの本数を x 本，B 組が成功させたシュートの本数を y 本とする。 
※「A 組が成功させたシュートの本数を x 本，A 組の得点を y 点」として解くこともできる。 

「B 組は，成功させたシュートの本数が A 組より 9 本少なかった」とあるので， 
9−= xy ･･･① 

「A 組は，成功させたシュートの本数( x 本)のうち 2 本が 3 点シュートで，残りはすべて 2
点シュートであった」とあるので， 
(A 組の得点)＝ ( )2223 −×+× x ＝ ( )226 −+ x  

また，「B 組が成功させたシュートの本数( y 本)の
5
1
が 3 点シュートで，残りはすべて 2 点シ

ュートであった」とあるので， 

(B 組の得点)＝ 





 −×+× yyy

5
12

5
13 ＝ yy

5
42

5
13 ×+×  
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「17 点差で A 組が勝った」とあるので， 
(A 組の得点)－(B 組の得点)＝17 

( ) 17
5
42

5
13226 =






 ×+×−−+ yyx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 
 
[問題](前期期末) 

A さんと B さんが 10 回じゃんけんを行い，1 回ごとに次のポイントを与える。 
・勝った人には，3 ポイント 
・あいこのときは，2 人に 1 ポイント 
・負けた人には，ポイントを与えない。 
ポイントの合計が A さんは 9 ポイント，B さんは 18 ポイントであった。次の各問いに答え

よ。 
(1) A さんが勝った回数を x 回，あいこの回数を y 回として，連立方程式をつくれ。 

(2) A さんが勝った回数を求めよ。解答には，答えのみを書くこと。 
[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 
(A さんのポイント)＝(A さんが勝った回数 x 回)×3＋(あいこの回数 y 回)×1＝9(ポイント) 
(B さんが勝った回数)＝(A さんが負けた回数)＝ yx −−10 (回)なので， 
(B さんのポイント)＝(B さんが勝った回数( yx −−10 )回)×3＋(あいこの回数 y 回)×1 

＝18(ポイント) 
 

[解答](1) ( )



=+−−
=+

18103
93

yyx
yx

 (2) 2 回 

[解説] 
A さんが勝った回数は x 回なので，この分のポイントは xx 33 =× ポイント。 
A さんがあいこの回数は y 回なので，この分のポイントは yy =×1 ポイント。 
よって，A さんのポイントの合計は yx +3 で， 

93 =+ yx ･･･① 
(B さんが勝った回数)＝(A さんが負けた回数)＝ yx −−10 (回)なので， 
この分のポイントは， ( )yx −−× 103 ポイント。 
(B さんがあいこの回数)＝(A さんがあいこの回数)＝ y (回)なので， 
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この分のポイントは， yy =×1 ポイント。 
よって，B さんのポイントの合計は ( ) yyx +−−103 で， 
( ) 18103 =+−− yyx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
②を整理すると， 1223 =+ yx ･･･②’ 
②’－①  3=y  

3=y を①に代入すると， 

933 =+x ， 63 =x ， 2=x   
この解は問題にあっている。 
よって，A さんが勝った回数は 2 回 
 

 

[年齢] 
[問題](2 学期期末) 

現在，M 君の父親の年齢は，M 君の年齢の 3 倍より 1 歳多い。13 年後には，父親の年齢

は M 君の年齢の 2 倍になる。現在の父親と M 君の年齢は，それぞれ何歳か。 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
現在の父親の年齢を x 歳，M 君の年齢を y 歳とする。 
現在，M 君の父親の年齢( x 歳)は，M 君の年齢( y 歳)の 3 倍より 1 歳多い。 
13 年後には，父親の年齢( 13+x (歳))は M 君の年齢( 13+y (歳))の 2 倍になる。 

 
[解答] 
現在の父親の年齢を x 歳，M 君の年齢を y 歳とすると， 

( )



+=+

+=

･･･②

･･･①

13213
13

yx
yx

 

①を②に代入すると， 
2621313 +=++ yy ， 12=y  
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12=y を①に代入すると， 136+=x ， 37=x  
よって， 37=x ， 12=y  

この解は問題にあっている。 
現在の父親の年齢 37 歳，M 君の年齢 12 歳 
[解説] 
現在の父親の年齢を x 歳，M 君の年齢を y 歳とする。 
現在，M 君の父親の年齢は，M 君の年齢の 3 倍より 1 歳多いので， 13 += yx ･･･① 
13 年後の父親の年齢 13+x (歳)は，13 年後の M 君の年齢 13+y (歳)の 2 倍になるので，

( )13213 +=+ yx ･･･② 
①，②を連立方程式として解く。 
 
[問題](入試問題) 

今日は太郎の父の誕生日である。今日で，父は太郎の年齢の 4 倍に 4 歳足りない年齢とな

った。20 年後の父の誕生日には，父の年齢が太郎の年齢のちょうど 2 倍になる。太郎の父は，

今日何歳になったか。 
(愛知県) 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
今日の太郎の年齢を x 歳，父の年齢を y 歳とする。 

今日：(父の年齢)＝(太郎の年齢)×4－4 
20 年後：父の年齢( 20+y (歳))＝太郎の年齢( 20+x (歳))×2 

 
[解答] 
今日の太郎の年齢を x 歳，父の年齢を y 歳とすると， 

( )



+=+

−=

･･･②

･･･①

20220
44

xy
xy

 

①を②に代入すると， 
( )2022044 +=+− xx  
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402164 +=+ xx ， 242 =x ， 12=x  
12=x を①に代入すると， 

4124 −×=y ， 44=y  

この解は問題にあっている。 
今日の父の年齢は 44 歳 
[解説] 
今日の太郎の年齢を x 歳，父の年齢を y 歳とする。 
「今日で，父( y (歳))は太郎( x (歳))の年齢の 4 倍に 4 歳足りない年齢となった」ので， 

44 −×= xy ， 44 −= xy ･･･① 
「20 年後･･･父の年齢( 20+y (歳))が太郎の年齢( 20+x (歳))のちょうど 2 倍になる」ので， 

( ) 22020 ×+=+ xy ， ( )20220 +=+ xy ･･･② ①，②を連立方程式として解く。 
 
 

[班分け] 
[問題](1 学期期末) 

クラスの生徒33人が，3人の班と4人の班に分かれて，職場体験学習を行うことになった。

クラス全体で10班つくるとき，3人の班と4人の班がそれぞれいくつずつできるか求めたい。

3 人の班の数を x ，4 人の班の数を y として，次の各問いに答えよ。 

(1) 班の数の関係から，方程式をつくれ。 
(2) 人数の関係から，方程式をつくれ。 
(3) 3 人の班の数と 4 人の班の数を求めよ。 
[解答欄] 

(1) (2) (3)3 人の班： 

4 人の班： 

[ヒント] 
班の数：クラス全体で 10 班つくる→(3 人の班の数 x )＋(4 人の班の数 y )＝10(班) 

人数：(3 人の班の合計人数)＋(4 人の班の合計人数)＝33(人)  
 
[解答](1) 10=+ yx  (2) 3343 =+ yx  (3)3 人の班：7 4 人の班：3 

[解説] 
(1) 「クラス全体で 10 班つくる」とあるので， 10=+ yx が成り立つ。 
(2) 3 人の班が x あるので，3 人の班に属する生徒数は x3 人である。また，4 人の班が y ある

ので，4 人の班に属する生徒数は y4 人である。クラスの生徒は 33 人なので， 
3343 =+ yx が成り立つ。 
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(3) 




=+

=+

･･･②

･･･①

3343
10

yx
yx

 

①×3  3033 =+ yx ･･･①’ 
②－①’  3=y  

3=y を①に代入すると， 

103 =+x ， 7=x  
この解は問題にあっている。 
3 人の班：7 4 人の班：3 
 

[問題](1 学期期末) 
ある中学校の 2 年生 118 人が地域の職場を 21 の班に分かれて見学することになった。生

徒を 4人と 6人の班に分けるとき，それぞれの班の数をいくらにするとよいか。4人班を x 班，

6 人班を y 班として，連立方程式をつくって解け。 

[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
班の数：(4 人の班の数 x )＋(6 人の班の数 y )＝21(班) 

人数：(4 人の班の合計人数)＋(6 人の班の合計人数)＝118(人)  
[解答] 





=+

=+

･･･②

･･･①

11864
21

yx
yx

 

②÷2  5932 =+ yx ･･･②’ 
①×2  4222 =+ yx ･･･①’ 
②’－①’  17=y  

17=y を①に代入すると， 

2117 =+x ， 4=x  
よって， 4=x ， 17=y  

この解は問題にあっている。 
4 人班は 4 班，6 人班は 17 班 
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[解説] 
班の合計は 21 なので， 21=+ yx ･･･① 

4 人班が x 班なので，4 人班の人数は， xx 44 =× (人) 
6 人班が y 班なので，6 人班の人数は， yy 66 =× (人) 
人数の合計は 118 人なので， 11864 =+ yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 

 

[過不足] 
[問題](入試問題) 

x 人の生徒がいて，全部で y 冊のノートがある。すべての生徒にそのノートを 5 冊ずつ配

ると 7 冊足りず，3 冊ずつ配ると 21 冊余る。このとき， yx, の値を求めよ。 

(新潟県) 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
(現在ある冊数 y )＝( x 人の生徒に 5 冊ずつ配るのに必要な冊数)－7 
(現在ある冊数 y )＝( x 人の生徒に 3 冊ずつ配るのに必要な冊数)＋21 

[解答] 





+=

−=

･･･②

･･･①

213
75

xy
xy

 

①を②に代入すると， 
21375 +=− xx ， 72135 +=− xx ， 282 =x  

よって， 14=x  
14=x を②に代入すると， 

21143 +×=y ， 63=y  

この解は問題にあっている。 
63,14 == yx  
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[解説] 
x 人の生徒に「ノートを 5 冊ずつ配ると 7 冊足りず」とあるので， 
(現在ある冊数)＝(必要な冊数)－7 
よって， 75 −×= xy ， 75 −= xy ･･･① 

x 人の生徒に「3 冊ずつ配ると 21 冊余る」とあるので， 
(現在ある冊数)＝(必要な冊数)＋21 
よって， 213 +×= xy ， 213 += xy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 
 
[問題](入試問題) 

くだもの屋さんが，仕入れた 210 個のみかんを販売するため，1 個も余らないように，み

かんを 4 個入れた袋と 6 個入れた袋をそれぞれ何袋かつくった。このとき，6 個入れた袋の

数は，4 個入れた袋の数の 2 倍より 3 袋多くなった。4 個入れた袋と 6 個入れた袋は，それ

ぞれ何袋できたか。4 個入れた袋の数を x 袋，6 個入れた袋の数を y 袋として方程式をつくり，

求めよ。 
(北海道) 
[解答欄] 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ヒント] 
「4 個入れた袋の数を x 袋，6 個入れた袋の数を y 袋」で，合計で 210 個→式が 1 つできる。 
「6 個入れた袋の数( y 袋)は，4 個入れた袋の数( x 袋)の 2 倍より 3 袋多くなった」→式が 1

つできる。 
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[解答] 





+=

=+

･･･②

･･･①

32
21064

xy
yx

 

②を①に代入すると， 
( ) 2103264 =++ xx ， 21018124 =++ xx ， 19216 =x ， 12=x  

12=x を②に代入すると， 3122 +×=y ， 27=y  

この解は問題にあっている。 
4 個入れた袋の数は 12 袋，6 個入れた袋の数は 27 袋 
[解説] 
「4 個入れた袋の数を x 袋，6 個入れた袋の数を y 袋」で，合計で 210 個なので， 

21064 =×+× yx ， 21064 =+ yx ･･･① 
「6 個入れた袋の数( y 袋)は，4 個入れた袋の数( x 袋)の 2 倍より 3 袋多くなった」ので， 

32 +×= xy ， 32 += xy ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
 
 
[水そう] 
[問題] 

容積が 115m3の水そうに水が 10m3入っている。この水そうに毎分 x m3の水を入れながら，

毎分 y m3の水をくみ出すと 15 分間で満水になる。また，毎分 x m3の水を入れながら，毎分

y3 m3の水をくみ出すと 21 分間で満水になる。次の各問いに答えよ。 
(1) yx, について連立方程式をつくれ。 
(2) yx, の値を求めよ。 

(青森県)(***) 
[解答欄] 

(1)  
(2) =x  

=y  

[ヒント] 
10＋(毎分 x m3で 15 分間入れる水の量)－(毎分 y m3で 15 分間くみ出す水の量)＝115 

10＋(毎分 x m3で 21 分間入れる水の量)－(毎分 y3 m3で 21 分間くみ出す水の量)＝115 

 

[解答](1) 




=−+
=−+

115632110
115151510

yx
yx

 (2) 8=x ， 1=y  
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[解説] 
「容積が 115m3 の水そうに水が 10m3 入ってっている。この水そうに毎分 x m3の水を入れな

がら，毎分 y m3の水をくみ出すと 15 分間で満水になる」とあることから， 
10＋(毎分 x m3で 15 分間入れる水の量)－(毎分 y m3で 15 分間くみ出す水の量)＝115 

115151510 =×−×+ yx ， 115151510 =−+ yx ･･･① 

「容積が 115m3の水そうに水が 10m3 入ってっている。･･･毎分 x m3の水を入れながら，毎

分 y3 m3の水をくみ出すと 21 分間で満水になる。」とあることから， 

10＋(毎分 x m3で 21 分間入れる水の量)－(毎分 y3 m3で 21 分間くみ出す水の量)＝115 
1152132110 =×−×+ yx ， 115632110 =−+ yx ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。 
①を整理すると， 7=− yx ･･･①’ 
②を整理すると， 53 =− yx ･･･②’ 
①’－②’ 22 =y ， 1=y  

1=y を①’に代入すると， 

71=−x ， 8=x  
この解は問題にあっている。 
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【FdData 中間期末製品版のご案内】 
詳細は，[FdData 中間期末ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  
◆印刷・編集 
この PDF ファイルは，FdData 中間期末を PDF 形式に変換したサンプルで，印刷はできな

いように設定しております。製品版の FdData 中間期末は Windows パソコン用のマイクロ

ソフト Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 
◆FdData 中間期末の特徴 
中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去問を数多く解くことです。FdData 中間期末は，実

際に全国の中学校で出題された試験問題をワープロデータ(Word 文書)にした過去問集です。

各教科(社会・理科・数学)約 1800～2100 ページと豊富な問題を収録しているため，出題傾

向の 90％以上を網羅しております。 
FdData 中間期末を購入いただいたお客様からは，「市販の問題集とは比べものにならない質

の高さですね。子どもが受けた今回の期末試験では，ほとんど同じような問題が出て今まで

にないような成績をとることができました。」，「製品の質の高さと豊富な問題量に感謝します。

試験対策として，塾の生徒に FdData の膨大な問題を解かせたところ，成績が大幅に伸び過

去最高の得点を取れました。」などの感想をいただいております。 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサンプルは，印刷はできませんが，製品の全内容を掲載

しており，どなたでも自由に閲覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData 中間期末がその本来の力を発揮するのは印刷がで

きる製品版においてです。印刷した問題を，鉛筆を使って一問一問解き進むことで，大きな

学習効果を得ることができます。さらに，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形

式」，編集に適した「問題解答一体形式」，暗記分野で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の 3 形式を含んでいますので，目的に応じて活用することができます。 
※FdData 中間期末の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 
◆FdData 中間期末製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 
※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 
数学 1 年，数学 2 年，数学 3 年：各 7,800 円(統合版は 18,900 円) ([Shift]＋左クリック) 
理科 1 年，理科 2 年，理科 3 年：各 7,800 円(統合版は 18,900 円) ([Shift]＋左クリック) 
社会地理，社会歴史，社会公民：各 7,800 円(統合版は 18,900 円) ([Shift]＋左クリック) 
※Windows パソコンにマイクロソフト Word がインストールされていることが必要です。 
(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 
◆ご注文は，メール(info2@fdtext.com)，または電話(092-811-0960)で承っております。 
※注文→インストール→編集･印刷の流れ，※注文メール記入例 ([Shift]＋左クリック) 
 
【Fd 教材開発】 Mail： info2@fdtext.com  Tel ：092-811-0960 

http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dinf/qanda.html
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